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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当社は平成28年３月期より決算期を９月から３月に変更しております。これに伴い、平成29年３月期第１四半期

（４月から６月）は、比較対象となる平成28年３月期第１四半期（10月から12月）と月度が異なることから、対前期

増減については記載しておりません。

 当第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年６月30日）における我が国経済は、雇用環境や企業収益

の改善など全体的に景気は緩やかに回復傾向にありましたが、消費者物価の上昇などによる家計への負担増大は続い

ており、個人消費は底堅い動きが見られ、景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。

 製粉業界におきましては、海外穀物相場の値下がりにより原料価格などは値下がり傾向にあるものの、依然として

低価格志向を背景とした販売競争は続いております。また、さらに消費者の「食に対する安全・安心」への関心は一

層高まっております。

 このような中、当社グループは、九州粉（くすっこ）や微粉砕全粒粉などの新製品の開発等による取引先の拡充な

ど販売力の強化に努めるとともに、製造効率の向上及びコスト削減等に努めてまいりました。

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高７億５千６百万円、営業利益８百万円、経常利益１千４

百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失１千８百万円となりました。 

 

製粉事業の売上高の内訳は以下のとおりであります。 

 主力の小麦粉は、政府売渡小麦価格の改定に伴い、１月に製品価格の改定を行っておりますが、厳しい販売環境下

の中、販売数量は減少し、４億５千万円となりました。 

 副製品のふすまは、生産数量の減少に伴い販売数量は減少し、また販売単価も下がりましたので売上高は３千４百

万円となりました。

 ミックス粉は、販売数量の減少や販売競争の激化に伴う価格の引き下げにより、売上高は２千４百万円となりまし

た。

 商品は、子会社の販売が順調に推移しましたので、売上高は２億４千７百万円となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産残高は、前連結会計年度末（平成28年３月31日）に比べ３億１千１

百万円減少し、32億９千５百万円となりました。この主な要因は、「現金及び預金」及び「原材料及び貯蔵品」の

減少によるものであります。

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ３億３百万円減少し、14億９千５百万円となりました。この主な

要因は、短期借入金の減少によるものであります。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ８百万円減少し、18億円となりました。この主な要因は、利益

剰余金の減少によるものであります。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成28年５月13日に公表いたしました「平成28年３月期決

算短信」から変更はございません。

 なお、今後の見通しにつきましては、経営環境の変化等により業績予想の見直しが必要と判断した場合は、速や

かに開示いたします。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

  該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

  該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

  該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

  該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 749,055 571,651 

受取手形及び売掛金 403,884 423,219 

商品及び製品 251,006 215,654 

原材料及び貯蔵品 368,933 281,610 

その他 4,667 8,400 

貸倒引当金 △3,173 △3,200 

流動資産合計 1,774,374 1,497,336 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 353,358 351,033 

機械装置及び運搬具（純額） 449,868 436,616 

その他（純額） 144,695 143,655 

有形固定資産合計 947,922 931,304 

無形固定資産 5,824 4,796 

投資その他の資産    

投資有価証券 691,276 674,324 

その他 237,358 237,227 

貸倒引当金 △49,295 △49,427 

投資その他の資産合計 879,339 862,125 

固定資産合計 1,833,085 1,798,226 

資産合計 3,607,459 3,295,563 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 321,425 256,071 

短期借入金 1,201,000 989,000 

1年内返済予定の長期借入金 8,807 8,807 

未払法人税等 2,788 3,090 

賞与引当金 13,801 9,334 

その他 119,567 98,036 

流動負債合計 1,667,390 1,364,340 

固定負債    

長期借入金 69,253 67,051 

退職給付に係る負債 1,441 1,472 

その他 60,472 62,473 

固定負債合計 131,166 130,997 

負債合計 1,798,557 1,495,337 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 500,000 500,000 

資本剰余金 67,876 67,876 

利益剰余金 1,215,909 1,197,188 

自己株式 △4,237 △4,237 

株主資本合計 1,779,547 1,760,826 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 29,354 39,399 

その他の包括利益累計額合計 29,354 39,399 

純資産合計 1,808,902 1,800,225 

負債純資産合計 3,607,459 3,295,563 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 1,098,931 756,140 

売上原価 958,325 632,054 

売上総利益 140,605 124,086 

販売費及び一般管理費 118,850 115,196 

営業利益 21,755 8,890 

営業外収益    

受取利息 7 13 

受取配当金 3,345 5,232 

持分法による投資利益 10,932 967 

その他 1,071 983 

営業外収益合計 15,355 7,196 

営業外費用    

支払利息 3,495 1,932 

その他 7 11 

営業外費用合計 3,502 1,944 

経常利益 33,608 14,142 

特別利益    

固定資産売却益 77 598 

特別利益合計 77 598 

特別損失    

投資有価証券評価損 － 31,879 

特別損失合計 － 31,879 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
33,685 △17,139 

法人税、住民税及び事業税 2,292 2,763 

法人税等調整額 △36 △1,181 

法人税等合計 2,256 1,581 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 31,429 △18,721 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
31,429 △18,721 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年10月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 31,429 △18,721 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13,233 10,050 

持分法適用会社に対する持分相当額 463 △5 

その他の包括利益合計 13,697 10,044 

四半期包括利益 45,126 △8,676 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 45,126 △8,676 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成27年12月31日） 

当社グループは、「製粉事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

当社グループは、「製粉事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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